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た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
、
９
月

議
会
で
「
原
発
再
稼
働
は
許
さ
れ

な
い
」
と
し
て
原
発
問
題
を
６
点

に
渡
っ
て
質
し
ま
し
た
。
内
２
点

を
報
告
し
ま
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
、
敦
賀
原
発

２
号
機
が
新
規
制
基
準
へ
の
適
合

性
審
査
で
初
の
不
適
合
と
な
っ
た

こ
と
に
ふ
れ
「
こ
れ
ま
で
の
審
査

の
過
程
で
電
力
会
社
が
作
成
し
た

審
査
資
料
に
１
１
０
０
か
所
以
上

の
間
違
い
や
審
査
資
料
の
無
断
書

き
換
え
が
発
覚
し
て
い
る
。
電
力

会
社
が
危
険
な
原
発
を
運
転
す
る

資
格
が
あ
る
の
か
技
術
的
能
力
や

誠
実
さ
も
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
。
ま
た
断
層
の
連
動
性
に

つ
い
て
「
能
登
半
島
地
震
の
揺
れ

は
、
石
川
県
志
賀
町
の
観
測
点
で
、

東
日
本
大
震
災
の
最
大
加
速
度
２

９
３
３
ガ
ル
に
近
い
２
８
２
８
ガ

ル
を
記
録
。
輪
島
市
や
珠
洲
市
な

ど
計
７
地
点
で
１
０
０
０
ガ
ル
以

上
だ
っ
た
。
広
範
囲
の
断
層
が
ず

れ
動
く
大
規
模
な
地
震
だ
っ
た
こ

と
や
、
地
盤
の
弱
さ
も
影
響
し
た
」

と
し
て
、
た
ち
ば
な
市
議
は
「
島

根
原
発
２
号
機
の
耐
震
設
計
の
目

安
と
な
る
基
準
地
震
動
は
８
２
０

ガ
ル
。
宍
道
断
層
と
鳥
取
沖
断
層

の
連
動
性
に
つ
い
て
再
評
価
し
、

被
害
想
定
を
見
直
す
こ
と
を
改
め

て
求
め
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

安
部
俊
一
防
災
部
長
は
「
原
発

の
運
転
は
協
力
会
社
含
め
電
力
会

社
の
技
術
的
能
力
組
織
体
制
、
教

育
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
も
適
切
な
取

組
が
重
要
。
原
子
力
規
制
委
員
会

は
引
き
続
き
検
査
の
中
で
監
視
す

る
と
聞
い
て
い
る
」
「
規
制
委
員

会
は
宍
道
断
層
と
鳥
取
沖
断
層
は

連
動
し
な
い
と
確
認
さ
れ
、
現
時

点
で
見
直
す
必
要
は
な
い
と
し
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
９
月
議
会

一
般
質
問
で
、
「
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
松
江
市
」

を
テ
ー
マ
に
５
点
を
質
問
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
介
護
職
員
不
足
へ

の
対
応
策
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

舟
木
市
議
は
「
高
齢
者
の
生
活

を
支
え
る
ヘ
ル
パ
ー
の
不
足
と
高

齢
化
は
、
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
」

「
利
用
者
さ
ん
よ
り
も
ヘ
ル
パ
ー

の
方
が
年
が
上
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

も
ま
ま
あ
る
ほ
ど
、
訪
問
介
護
の

現
場
は
高
齢
の
ヘ
ル
パ
ー
で
支
え

ら
れ
て
い
る
」
「
常
勤
ヘ
ル
パ
ー

の
給
与
で
さ
え
も
全
産
業
平
均
を

月
額
６
万
円
も
下
回
る
よ
う
な
低

賃
金
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
な
い

限
り
、
若
者
を
訪
問
介
護
の
現
場

に
迎
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

指
摘
し
、
訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の

充
足
率
と
全
ヘ
ル
パ
ー
に
お
け
る

60
代
以
上
の
ヘ
ル
パ
ー
の
占
め
る

割
合
、
事
業
所
や
職
員
に
対
す
る

市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
市
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

松
原
正
健
康
福
祉
部
長
は
「
本

市
内
訪
問
系
事
業
所
の
職
員
の
充

足
率
は
95
・
４
％
。
そ
の
う
ち
60

歳
以
上
の
割
合
は
31
・
１
％
」

「
介
護
職
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
施
設
の
業
務
効
率
化
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
の
先
進
事
例
を
紹
介
」

「
外
国
人
材
や
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
な
ど
多
様
な
人
材
の
活
躍

機
会
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

す
る
な
ど
、
人
材
確
保
や
業
務
効

率
化
の
推
進
を
支
援
し
て
い
る
」

「
今
後
も
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、

よ
り
効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

原
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⑤
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介
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中
国
電
力
が
島
根
原
発
２
号
機

の
原
子
炉
を
12
月
７
日
に
起
動
し
、

来
年
１
月
上
旬
か
ら
の
営
業
運
転

を
予
定
し
て
い
る
問
題
で
、
日
本

共
産
党
県
議
団
（
尾
村
利
成
団
長
）

は
立
地
自
治
体
の
松
江
市
、
３
０

㌔
圏
内
自
治
体
の
安
来
、
雲
南
、

出
雲
の
３
市
の
議
員
ら
と
共
に
21

日
、
中
国
電
力
島
根
支
社
を
訪
れ
、

島
根
原
発
２
号
機
の
再
稼
働
は
断

念
し
、
原
発
ゼ
ロ
を
決
断
す
る
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

要
請
は
▽
２
号
機
で
の
プ
ル
サ
ー

マ
ル
運
転
の
中
止
▽
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
政
策
か
ら
の
撤
退
▽
原
発
安

全
神
話
か
ら
の
決
別
▽
現
行
の
避

難
計
画
の
実
効
性
の
再
検
証
な
ど

６
項
目
。
尾
村
氏
は
「
２
号
機
再

稼
働
へ
の
県
民
合
意
は
な
く
、
核

の
ご
み
の
処
理
方
法
も
確
立
さ
れ

て
い
な
い
。
度
重
な
る
ト
ラ
ブ
ル

を
繰
り
返
す
中
国
電
に
島
根
原
発

を
動
か
す
資
格
は
な
い
」
と
指
摘
。

「
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
中
国

電
力
は
自
然
の
脅
威
に
謙
虚
で
あ

る
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

舟
木
健
治
市
議
は
「
要
介
護
や

要
支
援
の
方
は
安
全
な
避
難
な
ど

で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
」
と
訴

え
、
た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
「
能

登
半
島
地
震
以
降
、
島
根
半
島
に

住
む
市
民
は
、
も
し
原
発
と
大
地

震
の
複
合
災
害
が
お
き
れ
ば
と
て

も
避
難
で
き
な
い
と
不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
。
中
国
電
力
は
安
全
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
を
」
、
樋
野
伸

一
予
定
候
補
は
「
福
島
原
発
事
故

の
実
態
を
見
れ
ば
、
被
曝
を
さ
け

た
安
全
な
避
難
な
ど
困
難
」
と
訴

え
ま
し
た
。

地
域
共
生
部
の
渡
部
賢
部
長
は

「
実
効
あ
る
避
難
計
画
と
な
る
よ

う
、
電
力
事
業
者
と
し
て
最
大
限

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
島
根
県
委
員
会
と

党
島
根
県
議
団
は
18
日
、
国
会
内

で
政
府
交
渉
し
、
８
省
庁
に
39
項

目
の
県
民
要
求
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
両
県

議
、
舟
木
健
治
、
た
ち
ば
な
ふ
み

両
松
江
市
議
ら
県
内
の
地
方
議
員

と
と
も
に
、
樋
野
伸
一
、
佐
野
み

ど
り
市
議
予
定
候
補
が
参
加
し
ま

し
た
。
仁
比
聡
平
参
院
議
員
、
大

平
喜
信
元
衆
院
議
員
が
同
席
し
ま

し
た
。

中
国
電
力
が
12
月
７
日
に
原
子

炉
を
起
動
す
る
島
根
原
発
２
号
機

に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
、
原
子
力
規
制
委
員

会
、
内
閣
府
に
対
し
、
再
稼
働
の

中
止
を
要
求
し
ま
し
た
。
住
民
の

避
難
に
関
わ
る
「
緊
急
時
対
応
」

を
了
承
し
た
内
閣
府
の
担
当
者
に

対
し
、
尾
村
氏
ら
は
「
実
効
性
が

あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
は
計
画
を

策
定
し
了
承
し
た
国
だ
け
。
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
住
民
は
『
実

効
性
は
な
い
』
と
言
っ
て
い
る
」

と
厳
し
く
反
論
。
「
再
稼
働
へ
の

県
民
合
意
は
な
く
、
核
の
ご
み
の

処
理
方
法
も
未
確
立
で
あ
り
、
再

稼
働
な
ど
論
外
だ
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
、
美

保
基
地
の
軍
備
機
能
強
化
の
中
止

を
外
務
省
、
防
衛
省
に
、
年
金
・

医
療
・
介
護
、
子
育
て
支
援
の
充

実
な
ど
を
厚
生
労
働
省
に
、
教
育

環
境
改
善
を
文
部
科
学
省
に
、
農

業
の
再
生
を
農
林
水
産
省
に
要
請

し
ま
し
た
。

島

根
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再
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す
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な

党
地
方
議
員
団
、
予
定
候
補
が
政
府
交
渉

省庁の担当者と懇談する議員団ら

中

国

電

力

島

根

支

社

へ

島
根
原
発
再
稼
働
や
め
よ
と
申
入
れ

中国電力島根支社渡部部長に
申入書を手渡す尾村県議と市議団ら


